
 

  

                             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

悩
め
る
学
生
さ
ん
へ 

二
つ
の
目
を
も
と
う 

校
長 

尾
藤 

篤 

 

元
気
な
学
生
さ
ん
も
、
一
人
の
と
き
な
ど
、
心
を
悩
ま
す
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
就
活
や
学
業
の
悩
み
、
性
格
や
容
姿
の
悩
み
、
人
間
関
係
の
悩
み

な
ど
、
悩
み
に
き
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
の
悩
み
は
、
自
分
の
心

を
広
く
大
き
く
し
て
解
決
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

広
く
大
き
な
心
は
ど
う
し
た
ら
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
人
の

心
を
見
つ
め
る
ミ
ク
ロ
の
目
と
、
社
会
の
大
き
な
動
き
を
見
つ
め
る
マ
ク
ロ

の
目
を
も
つ
こ
と
で
す
。 

 

私
は
、
世
の
中
で
一
番
難
し
い
も
の
は
自
分
も
含
め
た
人
の
心
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
人
の
心
を
少
し
で
も
読
み
取
っ
て
い
け
る
ミ
ク
ロ
の
目
が
あ
れ

ば
、
自
分
を
信
じ
、
人
を
ゆ
る
し
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
左
右
さ
れ
な
い
心

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ミ
ク
ロ
の
目
は
、
携
帯
・
Ｐ
Ｃ
を
通
さ
ず
、
様
々

な
人
と
直
接
話
し
た
り
、
心
の
微
妙
な
変
化
を
描
い
た
小
説
や
詩
を
読
む
こ

と
で
育
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
の
大
き
な
動
き
を
見
つ
め
る

マ
ク
ロ
の
目
で
す
。
こ
れ
は
、
新
聞
、
Ｔ
Ｖ
、
日
々
の
学
習
の
中
で
、
社
会

が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
成
り
立
ち
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か
、
た

と
え
短
時
間
で
も
見
聞
き
し
考
え
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
で
養
わ
れ
ま
す
。
社

会
に
出
れ
ば
様
々
な
場
面
で
自
己
責
任
の
判
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。
マ
ク
ロ
の

目
が
多
少
と
も
あ
れ
ば
、
判
断
が
比
較
的
楽
に
間
違
い
が
少
な
く
で
き
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

二
つ
の
目
を
養
う
努
力
は
、
初
め
の
う
ち
は
し
て
も
し
な
く
て
も
紙
一
枚

の
差
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
大
差
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
是
非
、
ト
ラ
イ

し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
の
目
を
も
っ
た
あ
な
た
は
、
き
っ
と
、
優
し
さ
を
も

っ
た
強
き
者
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。 
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「一等賞！！」校内スポーツ大会 ’ソフトボール, 

 

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ「農林大の味は？」 

榛名登山大会スタート 
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入
校
式
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
三
ヶ

月
た
ち
ま
し
た
。
夏
休
み
直
前
の
一
年

生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

質
問
①
ど
ん
な
コ
ー
ス
で
す
か
？ 

質
問
②
入
校
し
て
一
番
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
？ 

質
問
③
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
？

質
問
④
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
？ 

質
問
⑤
寮
生
活
は
ど
う
で
す
か
？ 

質
問
⑥
食
堂
で
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
？

質
問
⑦
夏
休
み
の
予
定
は
？ 

質
問
⑧
今
後
の
目
標
は
？ 

質
問
⑨
将
来
の
夢
は
？  

野
菜
コ
ー
ス 

天
川 

泰
崇 

①
男
子
ば
っ
か
り

で
気
楽
で
す
。
②

寮
生
活
。
他
の
コ

ー
ス
に
も
友
達
が

で
き
た
の
で
。
③

思
い
の
ほ
か
女
子 

が
多
か
っ
た
。
④
販
売
実
習
。
買
い
に

来
る
人
が
多
く
て
大
変
だ
っ
た
。
⑤
父

（
Ｏ
Ｂ
）
か
ら
聞
い
て
い
た
ほ
ど
ハ
チ

ャ
メ
チ
ャ
で
は
な
か
っ
た
。
⑥
オ
ム
ラ

イ
ス 

⑦
バ
イ
ト
を
し
て
お
金
を
貯
め

る
。
⑧
家
を
継
ぐ
た
め
の
土
台
作
り
を

す
る
。
⑨
家
を
継
い
で
大
き
く
す
る
。 

 

花
き
・
果
樹
コ
ー
ス 

齋
藤 

遥
香 

①
個
性
豊
か
で
あ

ん
ま
り
ま
と
ま
り

が
な
い
。
②
寮
で

他
コ
ー
ス
の
人
と

友
人
に
な
れ
た
こ

と
。
③
先
生
の
印

象
が
違
っ
て
い
た 

（
入
試
の
時
は
優
し
か
っ
た
の
に
、
実

は
厳
し
か
っ
た
）
。 

④
今
の
と
こ
ろ
な

い
。
⑤
他
の
部
屋
の
人
と
仲
良
く
な
れ

た
。
⑥
ワ
カ
メ
ご
は
ん
⑦
車
の
免
許
を

取
り
に
行
く
。
⑧
家
を
継
ぐ
の
で
知
識

を
高
め
た
い
。
⑨
ぶ
ど
う
園
を
継
い
で

今
よ
り
お
客
さ
ん
を
増
や
し
た
い
。 

 

 

酪
農
・
肉
牛
コ
ー
ス 

萩
原 

萌 

①
男
女
の
仲
が
い

い
。
笑
い
が
絶
え

な
い
。
②
毎
日
が

楽
し
い
で
す
。
③

榛
名
登
山
。
坂
が

異
常
で
距
離
が
長 

す
ぎ
！
④
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
（
こ
れ

か
ら
か
な
）
。
⑤
楽
し
い
で
す
。
夜
遅
く

ま
で
友
人
と
い
ら
れ
る
か
ら
。
⑥
か
ら

あ
げ
⑦
海
に
行
く
。
花
火
を
す
る
。
友

人
と
遊
ぶ
。
⑧
観
光
牧
場
で
働
き
た
い
。

⑨
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
。 

 

農
業
コ
ー
ス 

田
嶋 

祥
悟 

①
切
り
替
え
が
早 

い
。
授
業
を
ま
じ 

め
に
受
け
て
い
る
。 

②
寮
で
み
ん
な
で 

集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム 

を
し
て
い
る
。
③

担
任
は
若
い
の
に
、
コ
ー
ス
の
教
授

が
・
・
・ 

④
榛
名
登
山
⑤
常
に
ま
わ

り
に
人
が
い
る
の
で
す
ぐ
集
ま
っ
て
い

ろ
い
ろ
で
き
る
。
⑥
サ
バ
の
み
そ
煮
⑦

車
の
免
許
を
と
る
。
友
達
と
遊
ぶ
。
⑧

資
格
を
取
得
す
る
。
⑨
公
務
員
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

  

森
林
・
環
境
コ
ー
ス 

吉
田 

康
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
個
性
的
で
お
も

し
ろ
い
。
変
人
が

多
い
？
②
尾
瀬
登

山
で
山
小
屋
に
泊

ま
っ
た
こ
と
。
③ 

校
内
演
習
林
に
ま
む
し
が
い
る
（
先
輩 

が
食
べ
た
ら
し
い
）
。  

④
今
の
と
こ
ろ 

楽
勝
で
す
。
⑤
単
調
で
つ
ま
ら
な
い
と 

思
っ
て
い
た
が
、
友
人
が
い
つ
も
そ
ば 

に
い
て
楽
し
い
。
⑥
ご
飯
と
味
噌
汁
⑦ 

新
潟
県
か
ら
来
て
い
る
コ
ー
ス
の
友
人 

宅
へ
泊
ま
り
に
行
く
。
⑧
森
林
に
つ
い 

て
ち
ゃ
ん
と
学
び
、
林
業
に
貢
献
し
た 

い
。
林
業
分
野
で
今
ま
で
と
違
う
こ
と 

を
し
て
み
た
い
。
⑨
か
っ
こ
い
い
大
人 

の
男
に
な
り
た
い
。 

  

社
会
人
コ
ー
ス 

高
橋 

幸
一 

①
若
い
学
生
か
ら

元
気
を
も
ら
え
る

コ
ー
ス
で
す
。
②

若
い
学
生
と
一
緒

に
農
作
業
す
る
こ

と
。
学
生
に
い
ろ 

い
ろ
教
え
て
も
ら
う
こ
と
。
③
ト
ラ
ク

タ
ー
研
修
が
厳
し
い
。
④
自
宅
が
遠
い

の
で
帰
宅
途
中
で
眠
く
な
る
こ
と
で
す
。

⑤
通
学
生
で
す
。
⑥
野
菜
が
豊
富
で
お

い
し
い
で
す
。
⑦
学
校
と
家
の
両
方
で

ナ
ス
栽
培
の
実
習
を
し
ま
す
。
⑧
十
二

月
の
農
業
技
術
検
定
で
二
級
に
合
格
す

る
。
⑨
農
林
大
生
を
体
験
学
習
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
農
家
に
な
る
。 

 

 

 

 

  

 

 
農
林
大
ラ
イ
フ
～
１
年
生
編
～ 
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平
成
二
十
六
年
度
も
進
路
決
定
率
、

就
職
内
定
率
に
つ
い
て
共
に
約
百
％
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
学
生
自
ら
が
早

期
に
進
路
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
学

校
で
も
様
々
な
進
路
対
策
を
実
施
し
て

き
た
結
果
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
一
年
次
か
ら
進
路
ガ 

                     

イ
ダ
ン
ス
や
講
義
を
通
し
て
一
分
間
ス

ピ
ー
チ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
レ
ゼ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
進

路
希
望
実
現
の
土
台
作
り
を
行
い
、
二

年
次
で
は
面
接
指
導
を
中
心
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
小
論
文
指
導
、

就
職
相
談
会
、
学
内
企
業
説
明
会
、
個

人
面
談
な
ど
具
体
的
な
進
路
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

学
生
全
員
が
力
強
く
社
会
に
踏
み
出

せ
る
よ
う
関
係
者
の
ご
協
力
と
ご
家
庭

の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

   

本
校
で
は
、
就
農
や
就
職
時
に
即
戦

力
と
な
っ
て
働
け
る
よ
う
左
記
の
資
格 

            

取
得
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

農
業
簿
記
は
、
今
後
十
一
月
と
二
月

に
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
講
義
の
他

補
習
も
実
施
す
る
の
で
、
多
く
の
学
生

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
資
格
で
す
。 

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
は
、
九
月
か

ら
補
講
を
開
講
し
ま
す
。
農
薬
等
を
扱

う
業
務
で
必
要
と
な
る
資
格
で
す
。
一

年
生
か
ら
取
得
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

夏
休
み
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
小

型
建
機
の
講
習
が
、
二
月
に
は
、
わ
な

猟
免
許
の
講
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

多
種
多
様
な
資
格
試
験
や
講
習
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
に
必
要
な
資
格

を
精
査
し
、
計
画
的
に
準
備
し
て
、
受

験
・
受
講
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
年
度
の
資
格
試
験
の
日
程
は
、
掲

示
板
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

            

  

本
校
で
は
、
資
格
取
得
の
ひ
と
つ
と

し
て
大
型
特
殊
自
動
車(

農
耕
車)

の
免

許
取
得
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

           

 

校
内
の
運
転
練
習
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
本
操
作
と
安
全
な
道

路
走
行
を
学
び
、
研
修
最
終
日
の
試
験

に
合
格
す
る
と
、
運
転
免
許
を
取
得
で

き
ま
す
。
ま
た
、
免
許
を
取
得
し
た
学

生
は
、｢

作
業
機
研
修｣

を
受
講
し
、
作

業
機
の
脱
着
や
調
整
、
ロ
ー
タ
リ
耕
な

ど
実
践
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

こ
の
他
に｢

農
耕
車
け
ん
引｣

｢

農
耕

車
限
定
解
除｣

の
免
許
取
得
研
修
や
農

業
機
械
の
整
備
や
安
全
利
用
に
つ
い
て

数
多
く
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

卒業年度 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

学生数 8１ 72 72 

自営・雇用就農・研修後就農 24 28 29 

農林業関係団体（ＪＡ等） 8 10 9 

民間企業（農林業関係） 32 15 16 

民間企業（非農林業関係） 9 10 9 

公務員 5 6 4 

進学等 3 3 5 

    
    

 

 

農 

業 

機 

械 

研 

修 

Ｈ２６年度 主な資格取得状況 

 
（単位：人） 

資格の名称 受験者 合格者 

農業簿記検定２級 24 13 

商業簿記２級 13 5 

商業簿記３級 60 13 

販売士３級 24 12 

ビジネスマナー検定２級 48 35 

フラワー装飾技能士３級 5 4 

園芸装飾技能士３級 6 6 

毒物劇物取扱者（一般） 7 4 

危険物取扱者（乙種） 29 7 

家畜商 9 9 

家畜人工授精師（牛） 10 10 

大型特殊自動車（農耕車限定） 43 43 

農業機械士 18 17 

日本農業技術検定２級 60 11 

フォークリフト運転技能 62 62 

小型車両系建設機械運転資格 45 45 

 

進
路
状
況
と
進
路
対
策
に
つ
い
て 

資
格
取
得
を
め
ざ
し
て 

 

過 去 3 年 間 の 進 路 状 況 
(単位:人) 

大型トラクタ－練習中 
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第
三
十
二
回
榛
名
登
山
大
会
が
五
月

二
十
一
日
、
学
校
か
ら
榛
名
湖
畔
ま
で
の

十
三
ｋ
ｍ
（
標
高
差
九
〇
〇
ｍ
）
で
行
わ

れ
、
今
年
度
か
ら
ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校

研
修
生
も
参
加
し
て
学
生
と
職
員
、
合
わ

せ
て
百
九
十
一
人
が
持
久
力
を
競
い
ま

し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
男
子
は

野
菜
コ
ー 

ス
一
年
黒 

澤
勇
気
さ 

ん
が
一
時 

間
十
七
分 

十
四
秒
で 

優
勝
し
、 

女
子
は
農 

業
コ
ー
ス 

二
年
神
小 

雪
さ
ん
が 

一
時
間
五
十
分
三
十
五
秒
で
優
勝
し
ま

し
た
。 

【
上
位
入
賞
者
】 

○
男
子
の
部
〔
優
勝
〕
野
菜
一
年
黒
澤
勇

気
〔
第
二
位
〕
農
業
二
年
鈴
木
佑
麻
〔
第

三
位
〕
森
林
・
環
境
一
年
神
戸
翔
太 

○
女
子
の
部
〔
優
勝
〕
農
業
二
年
神
小
雪

〔
第
二
位
〕
酪
農
・
肉
牛
二
年
綿
貫
朱
〔
第

三
位
〕
農
業
一
年
星
絵
里
香 

  

平
成
二
十
七
年
五
月
九
日(

土)

に
開

催
し
た
「
花
と
野
菜
の
即
売
会
」
。
私
た

ち
は
、
ア
ジ
サ
イ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
鉢
物
、
花
壇
苗
、
切
り
花
や
果
樹
苗
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
や
野
菜
苗
等
、
毎

日
栽
培
管
理
し
た
品
物
を
販
売
し
ま
し

た
。 

 

印
象
に
残
っ
た
の
が
、
相
合
傘
の
ご

夫
婦
が
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
抱
え
て

「
か
わ
い
い
ね
」
と
微
笑
み
合
っ
て
い

た
こ
と
で
す
。
お
客
様
に
喜
び
を
提
供

で
き
た
と
思
い
、
嬉
し
く
て
、
く
す
ぐ

っ
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
瞬
間
に
農
業
の
魅
力
を
感
じ
、

張
り
合
い
が
生
ま
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
笑
顔
を
思
い

浮
か
べ 

て
、
一 

生
懸
命 

実
習
に 

取
り
組 

み
、
秋 

の
榛
の 

木
祭
で 

も
頑
張 

り
た
い 

で
す
。 

（
花
き
・
果
樹
コ
ー
ス
二
年 

久
我
谷
響
） 

 

 

優
れ
た
農
林
家
や
農
林
業
関
連
団

体
・
企
業
で
実
務
を
三
月
上
旬
か
ら
九

月
末
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
体
験
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。 

野
菜
コ
ー
ス
二
年
阿

部
慎
也
さ
ん
は
、
卒
業

後
就
農
す
る
際
の
ト

マ
ト
の
規
模
拡
大
に

備
え
昭
和
村
の
「(

株)

サ
ン
グ
レ
イ
ス
」
で
、 

「
大
規
模
経
営
に
お
け
る
栽
培
及
び
経

営
管
理
手
法
」
の
習
得
に
意
欲
的
に
そ

し
て
大
い
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

森
林
・
環
境
コ
ー
ス
二
年
廣
橋
由
佳

さ
ん
は
、
卒
業
後
造
園 

業
の
仕
事
に
就
く
た
め 

に
、
前
橋
市
の
「
（
株
） 

英
造
園
」
で
「
造
園
業 

の
仕
事
全
般
」
の
習
得 

に
初
め
て
の
経
験
で
大
変
さ
を
噛
み
し

め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

一
年
生
に
向
け
て
、
二
人
と
研
修
先

の
担
当
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
研
修
先
の
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会

い
を
活
か
せ
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
こ
う
！
』 

  

今
年
度
役
員
（
三
役
）
は
次
の
方
々

で
す
（
コ
ー
ス
学
年
・
学
生
名
）
。 

会 

長 
 

加
部 

武
（
農
業
二
・
涼
太
） 

副
会
長 

白
石
義
行
（
酪
肉
一
・
結
城
） 

監 

事 

吉
田
仁
志
（
農
業
二
・
有
里
） 

監 

事 

小
林
恵
一
（
野
菜
一
・
友
幸
） 

 
 

今
年
度
後
援
会
事
業
は
、
総
会
・
役

員
会
の
開
催
、
各
種
行
事
へ
の
経
費
助

成
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
学
生

に
関
す
る
校
内
施
設
の
整
備
等
で
、
本

校
な
ら
び
に
学
生
を
支
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
十
六

日
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
で
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

 
 

花
と
野
菜
の
即
売
会
に
咲
い
た 

雨
粒
に
透
く
微
笑
み 

「嬉しい瞬間」 

祝！優勝 

 
伝
統
の
榛
名
登
山
大
会 

先
進
農
林
家
等
体
験
学
習
に 

取
り
組
ん
で
！ 

   

 

 

平
成
二
十
七
年
度
後
援
会
役
員
と 

事
業
内
容
に
つ
い
て 

 

 

特別講演会講師：宮治勇輔氏 


